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厚⽣労働省委託事業 

EBM（根拠に基づく医療）普及推進及び調査等事業 
第 27 回 診療ガイドライン作成に関する意⾒交換会開催のご案内・プログラム 

 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より EBM 普及推進事業※（Minds）への多⼤なるご⾼配をいただき厚く御礼申し上げます。  
Minds では、診療ガイドライン作成者の皆様を対象に、「診療ガイドライン作成に関する意⾒交換会」

を毎年度開催しております。今年度は、2024 年 11 ⽉ 2 ⽇（⼟）に下記のとおり開催することになりま
したので、ご案内申し上げます。 

本会では、「診療ガイドラインの新たな潮流と社会で果たす役割」をテーマに、診療ガイドライン作成
者の皆様との情報共有および意⾒交換を⾏えればと考えております。多くの皆様のご参加をお待ち申し
上げております。 

参加登録等につきましては、下記「5. 参加申込」に記載の URL より参加申込フォームにアクセスい
ただき、2024 年 10 ⽉ 25 ⽇（⾦）までにご登録くださいますよう、お願いいたします。 

ご不明な点等ございましたら何なりと事務局までご照会くださいませ。今後とも、引き続きご⾼配の
ほどお願い申し上げます。 

敬具 
 

※2024 年度厚⽣労働省委託事業の正式名称は「EBM（根拠に基づく医療）普及推進及び調査等事業」となっております。 
 

【記】 
1. ⽇    時： 2024 年 11 ⽉ 2 ⽇（⼟）14：00〜16：30 
2. 開 催 ⽅ 法： Zoom ミーティングによるウェブ開催 
3. 対  象  者： 診療ガイドライン作成に携わる⽅（作成代表者、作成委員等）※職種は問いません 
4. テ  ー  マ： 「診療ガイドラインの新たな潮流と社会で果たす役割」 
5. 参 加 申 込： 下記【参加申込フォーム】よりお申込みください。 

 URL：https://forms.office.com/r/ZKThuqgtUv 
6. 参加登録期限： 2024 年 10 ⽉ 25 ⽇（⾦） 
7. 定 員： 200 名（定員に達した場合、参加登録を締め切らせていただくことがございます） 
8. 参 加 費： 無料 
9. 参 加 ⽅ 法： 参加者には、2024 年 10 ⽉ 30 ⽇（⽔）を⽬途にメールにて Zoom の接続情報を 

ご案内する予定です。 
10. 備   考：  後⽇、当⽇の様⼦を意⾒交換会専⽤ウェブサイトで動画配信する予定です。録⾳・ 

       録画ならびにウェブサイトへの公開にご理解・ご協⼒の程、お願いいたします。 
 

以上 

 



 

 

 厚⽣労働省委託事業 EBM（根拠に基づく医療）普及推進及び調査等事業 

第 27 回 診療ガイドライン作成に関する意⾒交換会 プログラム 
開催テーマ：「診療ガイドラインの新たな潮流と社会で果たす役割」 

主催：公益財団法⼈ ⽇本医療機能評価機構 
 

時 間 内 容 演 者 ＊⼀部敬称略 

14:00〜14:05 開会のご挨拶 
新畑 覚也 

厚⽣労働省医政局参事官（特定医薬品開発⽀援・ 
医療情報担当）付医療情報室 

14:05〜14:10 開会のご挨拶（本⽇の趣旨説明） 
福岡 敏雄 

倉敷中央病院 副院⻑ 
⽇本医療機能評価機構 執⾏理事 

第 1 部 診療ガイドライン作成グループ代表からの発表（1 グループ 各 15 分） 

14:10〜14:25 『2024 年改訂版 多様性に配慮した循環器
診療ガイドライン』作成の経験から（仮） 

塚⽥ 弥⽣ 先⽣ 
⽇本医科⼤学武蔵⼩杉病院 副院⻑ 

総合診療科 部⻑ 

14:25〜14:40 『制吐薬適正使⽤ガイドライン 2023 年
10 ⽉改訂 第 3 版』作成の経験から（仮） 

⻘儀 健⼆郎 先⽣ 
四国がんセンター乳腺外科 臨床研究推進部⻑ 

東 尚弘 先⽣ 
東京⼤学院医学系研究科社会医学専攻 

公衆衛⽣学分野/公共健康医学専攻 
健康医療政策学分野 教授 

14:40〜14:55 
サルコペニア・フレイルの予防・改善に 
デジタルヘルスはどう貢献しうるのか？ 
〜ガイドライン作成から⾒えてきたもの〜 

荒井 秀典 先⽣ 
国⽴研究開発法⼈国⽴⻑寿医療研究センター 理事⻑ 

14:55〜15:10 

『看護ケアのための摂⾷嚥下時の誤嚥・咽
頭残留アセスメントに関する診療ガイドラ
イン』『看護ケアのための便秘時の⼤腸便
貯留アセスメントに関する診療ガイドライ
ン』作成の経験から（仮） 

須釜 淳⼦ 先⽣ 
藤⽥医科⼤学保健衛⽣学部看護学科 

⽼年看護学分野 教授 
同 研究推進本部イノベーション推進部⾨ 

社会実装看護創成研究センター センター⻑ 
15:10〜15:20 全体質疑  
15:20〜15:25 休憩  

第 2 部 Minds からの発表 

15:25〜15:40 Minds における作成⽀援部会の取り組み 
（仮） 

後藤 温 
横浜市⽴⼤学医学部医学科公衆衛⽣学教室 主任教授

作成⽀援部会 部会⻑ 

15:40〜15:50 診療ガイドラインが社会で果たす役割 
（仮） 

福岡 敏雄 
倉敷中央病院 副院⻑ 

⽇本医療機能評価機構 執⾏理事 

15:50〜16:10 Minds の取り組みと向かうべき⽅向（仮） 奥村 晃⼦ 
⽇本医療機能評価機構 EBM 医療情報部 部⻑ 

第 3 部 参加者・演者による意⾒交換 

16:10〜16:25 意⾒交換・全体質疑 進⾏：福岡 敏雄・奥村 晃⼦ 

16:25〜16:30 閉会の挨拶 
福岡 敏雄 

倉敷中央病院 副院⻑ 
⽇本医療機能評価機構 執⾏理事 

※講演の順序は変更の可能性があります 


